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１．概要 

プルトニウム燃料第三開発室（以下、「Pu-3」という。）に設置している臨界警報

装置を、高経年化対策として令和 2年度から令和 4年度にかけて更新する。 

 

２．臨界警報装置の更新範囲について 

今回の更新は、既設の臨界警報装置により臨界事故の監視を継続しながら、既設

の近傍に臨界警報監視盤、検出端及び警報器を新設する。 

また、既設の臨界警報装置については、使用前検査等の諸手続きを経て、新設の

臨界警報装置を運用開始後、運用停止する計画である。（添付資料－1「臨界警報装

置の更新範囲」参照） 

なお、今回の臨界警報装置の更新については、平成 29年 8月 31日の面談におい

て、現行の許可申請書記載の設計方針並びに検出端の設置場所及び数等に変更がな

いことから、変更許可申請は不要である旨の回答を得ている。 

 

３．臨界警報装置の更新スケジュールについて 

  新設する臨界警報装置は、機器据付作業を令和 3年 2月から開始し、使用前検査

を実施し、使用前確認を経て、令和 4年 11月から運用を開始する計画である。（添

付資料－2「Pu-3 臨界警報装置の更新スケジュール（案）」参照） 

 

以上 



 

添付資料－1 臨界警報装置の更新範囲 
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(4)使用前確認申請

(7)運用開始

Pu-３　臨界警報装置の更新スケジュール（案）

項目 2020(R2)年度 2021(R3)年度 2022(R4)年度

(1)機器据付作業

(5)自主確認（検査）

(6)使用前検査

(2)機器調整作業

(3)通電状態での装置全
体の動作確認

自主確認（検査）の記録確認による

品質保証検査及び機能性能検査

臨界警報監視盤据付

ホーンブロワ据付、検出器据付、配管敷設、ケーブル敷設

添付資料－２

材料検査、据付検査、寸法検査 配置・員数検査、外観検査、材料検査、

据付検査、寸法検査、性能検査

自主確認（検査）の記録確認による

品質保証検査及び機能性能検査

（１回目） （２回目）

調整作業

使用前確認証の交付後運用開始

動作確認


